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I 

総
務
的
自
由
の
制
度
一
度
・
安
施
せ
ら
れ
て
以
来
、
努
働
関
係
の
決
定
は
原
則
上
一
に
一
庭
生
野

蚊
労
働
者
間
の
自
由
契
約
に
委
せ
ち
る
、
乙
と

b

翁
1

り
、
資
本
主
義
の
護
混
と
自
由
競
争
の
進
歩

と
は
疋
主

t
M労
働
者
の
閉
じ
存
せ
る
往
時
の
封
建
的
、
家
長
政
治
的
関
係
を
滅
却
し
て
爾
者
の

関
係
を
ば
殆
ど
純
然
大
る
総
務
的
関
係
文
ら
し
む
る
に
及
び
、
経
線
胴
上
蚊
労
働
者
は
白
由
活
動
の

係
地
を
得
て
一
見
大
に
改
善
せ
ら
れ
大
る
の
税
な
を
に
非
?
と
雌
号
、
貸
際
上
業
持
位
除
却
て

勿
論
、
活
動
の
自
由
は
地
位
上
誕
の
然
に
甚
だ
有
利
な

頗
る
不
安
全
を
加
ヘ
北
み
の
印
刷
あ
ん
'o

P 

失

業

保

険

論

v‘， '1 
q 
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b
場
合
な
き
に
非
、
?
と
雌
も
、
此
利
盆
の
反
一
面
に
は
窮
迫
困
難
の
一
際
仁
於
け
る
経
済
的
生
存
の

最

後

の

後

援

を

失

ふ

と

云

ふ

危

険

の

之

に

件

へ

る

替

の

あ

ら

。

而

し

て

此

危

除

勝

経

済

上

の

弱
者
投
る
弊
働
者
仁
鳥
取
L

り
て
紘
之
仁
謝
す
る
利
盆
よ
t

り

も

議

仁

大

な

る

不

利

徒

大

ら

な

る

を

得
古
る
な
'
り
。
是
仁
於
て
か
駿
近
此
不
利
益
を
除
く
の
手
段
と
し
て
或
は
岡
家
的
施
設
仁
依

b
♂
勝
北
識
は
傍
働
者
の
自
衛
的
施
設
に
依

b
穏

々

の

方

策

の

盆

々

多

く

立

案

安

施

せ

ら

る

、

~ 

宅
の
あ
る
仁
査
一
る
。

洲一
t
t
り
而
し
て
、
信
今
労
働
者
の
経
線
開
的
地
伎
を
危
険
な
ら
し
り
る
事
貨
は
不
完
全
な
る
工
場

の
衛
生
設
備
、
長
時
間
の
献
労
働
英
他
頗
る
多
し
と
雌
省
、
就
中
、
並
行
迫
害
の
最
大
仁
し
て
且
つ
最
古
‘

叉
自
然
の
勢
と
一
五
ふ
可
を
な
λ
ッ。

ぃ
如
何
切
な
る
も
の
は
所
得
の
喪
失
な
る
可
し
。

議
し
所
得
の
喪
失
換
言
す
れ
ば
枇
労
働
牧
得
の
不

能
は
・
迩
例
資
産
な
き
を
常
と
す
る
労
働
者
じ
取

b
て
は
資
仁
経
統
制
的
存
立
の
破
滅
な
れ
ば
な

此
破
械
の
危
険
あ
る
が
故
に
と
そ
航
労
働
者
は
概
ね
爾
飴
不
利
な
る
政
労
働
候
件
を
も
一
廿
諾

。

l
リし

、
共
地
位
亦
従
て
安
全
な
る
を
得
な
る
衣
第
な
れ
ば
、
此
危
険
は
貨
に
努
働
者
の
地
位
を
薄
弱

な
ら
し
む
る
最
根
本
の
原
因
と
一
五
は
診
る
を
得
ホ
J
0
3
は
れ
、
此
危
険
仁
し
て
怠
情
、
鉱
山
能
、
無
責

任
、
秩
序
素
乱
仙
寺
傍
働
者
自
身
の
過
失
不
徳
の
す
が
に
随
伶
す
る
ρ
も
の
な
ら
ん
か
、
勤
勉
忠
安
な
る

謹

労

働

者

に

取
F

り
て
は
何
等
の
協
ず
る
所
な
く
、
各
自
の
自
家
責
任
を
根
本
主
義
と
せ
る
蛍
今
の

綬
憐
組
織
上
五
口
人
は
俊
一
Jη

此

危

険

を

一

績

の

好

刺

戟

献

と

し

て

異

存

在

を

歎

迎

せ

含

る

を

科

ヤ
J

と
縦
弘
、
所
得
の
・
喪
失
は
決
し
て
斯
の
如
く
各
自
の
責
任
仁
の
み
'
騎
す
る
を
得
グ
る
も
の
あ

I
り
。
疾
病
業
他
各
自
の
身
織
上
の
故
障
仁
暴
行
J

く

磐

利

不

能

の

場

令

と

解

雇

葉

他

の

原

因

じ

基
+
つ
け
る
総
業
喪
失
の
場
合
の
.
如
を
は
時
広
持
働
者
共
人
の
罪
に
蹄
ず
可
を

ζ

と
あ
・
り
と
雄

省
、
叉
一
方
に
於
て
は
翁
候
の
援
化
、
景
気
の
印
刷
九
動
其
他
周
鴎
の
境
遇
、
に
基
闘
す
る
乙
之
決
し
て

少
な
か
ら
才
る
な
ー
リ
。

然

れ

ば

貌

近

労

働

者

保

護

の

風

潮

漸

く

朝

野

識

者

の

留

意

す

る

所

と

鋳

る

仁

件

ひ

、

期

る

場

合
に
於
け
る
州
労
働
者
の
所
得
を
確
保
す
る
の
手
段
方
務
宅
亦
熱
必
仁
攻
究
費
試
せ
ら
る
~
に

主
E

台
、
殊
に
匙
歩
せ
る
邦
図
に
て
は
疾
病
、
遭
難
並
に
老
年
初
も
身
慌
の
故
障
仁
義
づ
け
る
労
銀

f

牧
得
の
不
能
仁
濁
し
て
は
保
険
及
川
ω
療

養

設

備

の

制

度

ね

依
y

り

て

一

般

仁

勢

働

者

の

所

得

を

確

保

す

る

の

策

を
A

取

る

の

有

様

な
L
リ

。

所

得

喪

失

の

爾

飴

の

一

原

因

大

る

失

業

仁

謝

し

て

除

未
だ
斯
る
所
得
確
保
の
一
般
的
制
度
の
普
ね
く
安
施
せ
ら
れ
た
る
も
の
な
し
之
路
も
、
一
万
仁
F

於

て

は

失

業

者

を

し

て

復

ぴ

其

臓

を

符

せ

し

む

必

の

訟

を

締

b
叉

他

の

一

方

ド

於

て

は

失

業

3 
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ご}一四

期
中
立
ハ
所
得
を
確
保
せ
し
む
る
の
策
を
施
コ
ん
I
G

勉
む
る
風
潮
の
切
に
認
.
む
可
き
告
の
あ

b
。

失
業
者
を
し
て
臓
を
得
せ
し
む
る
の
策
は
却
も
各
闘
の
政
府
友
ぴ
各
種
の
闘
拙
胞
が
近
来
益
々

注
意
す
る
に
歪
れ
る
彼
の
労
働
紹
介
の
組
織
に
し
て
、
失
業
者
じ
所
得
を
確
保
せ
し
め
ん
と
す

る
一
策
は
不
完
全
な
が
ら
る
一
一
部
批
労
働
組
合
の
現
仁
安
施
し
つ

h

ゐ

る

失

業

保

険

の

制

度

是

失

業

保

激

論

な
t
り。

-.淘圃.

然

ら

ば

失

業

保

険

と

は

何

ぞ

や
u

失

業

の

危

険

あ

る

の

人

士

多

数

協

同

し

て

平

素

相

蛍

の

資
金
を
隙
集
し
、
一
朝
賀
際
に
其
危
険
仁
遭
遇
せ
る
の
人
士
に
濁
し
て
相
殺
聞
の
経
務
的
紛
輿
を

然
し
、
以
て
失
業
の
場
合
仁
は
相
蛍
の
所
得
を
確
保
せ
し
む
る
の
組
織
邸
も
是
な
ん
J
O

従

て

斯

る
組
織
に
し
て
完
全
仁
行
は
れ
ん
が
、
現
今
労
働
者
の
地
位
を
不
安
全
な
ら
し
む
る
最
大
の
原

然
れ
ど
電
失
業
な
る
が
も
の
果
し
て
斯
る
組
織
の
回

間
は
一
殆
ど
必
一
〈
除
去
せ
ら
る
可
き
な
ら
'0

的
物
と
錦
よ
り
得
可
を
や
否
や
は
少
し
く
疑
問
、
党
ち
ぎ
る
を
得
、
d

る
の
観
な
を
仁
非
歩
。

由
来
、
保
険
以
其
額
類
の
如
何
を
問
は
み
少
、
何
一
れ
省
一
方
仁
於
て
は
其
人
の
意
志
に
基
づ
か
さ

る
事
務
の
禁
生
に
際
し
て
共
人
に
一
定
率
の
緩
務
的
給
付
を
錦
し
、
他
の
一
方
に
於
て
は
此
給

付

に

必

要

な

る

資

金

を

同

一

の

事

畿

に

遭

遇

す

る

の

虞

あ

る

多
u

数
の
人
士
よ

'o
酸

集

ず

る

を

放

に

保

険

¢

技

術

上

よ

b
一
五
へ
ば
其
目
的
と
す
る
事
援
の
稜
生
皮

主
眼
・
と
す
る
が
も
の
な

F90

放

の

割

合

並

仁

之

仁

作

ふ

て

支

給

3
る
可
を
経
僚
的
総
付
額
の
大
小
の
程
度
数
年
間
に
一
旦

b

て
精
確
に
算
定
せ
ら
れ
、
旦
つ
此
給
付
の
潟
に
婆
ず
る
経
費
を
ば
一
定
の
原
則
仁
従
び
〈
加
盟

者
全
般
の
上
に
分
問
賦
課
す
る
を
得
る
仁
於
て
は
保
険
の
組
織
は
邸
も
成
立
す
可
く
、
然
f

り
而
・

し
て
去
の
経
費
の
賦
課
分
配
決
定
上
須
ら
く
確
守
す
可
を
原
則
拡
各
加
盟
者
の
齢
出
抑
制
卸
も

所
謂
保
険
料
を
し
て
待
人
の
質
・
際
仁
事
援
仁
遭
遇
す
可
き
危
険
の
程
度
と
該
事
畿
の
議
生
仁

際

し

て

文

搬

は

る

可

を

経

線

的

給

付

邸

も

所

謂

保

険

金

額
F
ζ

仁

艶

し

一

定

の

割

合

を

雑

持

せ

，.， 
u 

じ

U.
る
の
一
事
あ
る
の
み
。
換
言
す
れ
ば
接
生
の
岡
敬
及
ぴ
大
小
の
程
度
の
概
数
は
諌
め
・
之

ー
ν

を
測
知
し
得
可
き
弘
甘
一
(
の
賢
際
の
禁
生
の
場
所
叉
は
安
際
之
仁
廼
遇
す
る
人
は
漆
め
之
を
知

る
を
得
、
c
る

所

諮

議

生

不

定

の

事

畿

の

存

ず

る

乙

1
」
之
に
倖
ふ
て
存
ず
る
損
害
額
の
算
定
し

得

可

を

と

と

撤

仁

該

事

獲

に

遭

遇

す

る

の

虞

あ

る

地

位

に

立

て

る

多

数

人

士

の

存

在

す

る

と

と
の
三
事
変
は
保
険
成
立
の
三
要
素
に
し
て
、
安
際
に
議
生
せ
る
事
援
の
損
害
の
金
額
、
叉
は
一

定
部
分
を
岡
地
位
滋
多
数
の
問
仁
会
卒
に
分
配
負
携
せ
し
む
る
は
邸
も
保
険
の
主
眠
、
文
る
な

失

業

保

隙

論

ご

一

ご

-I
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此

鮎

よ

ら

槻

れ

ば

失

業

は

勿

論

保

険

の

目

的

物

文

る

要

素

を

具

備

せ

合

る

に

非

歩

。

も

此

場

合

じ

於

け

る

所

前

褒

生

不

定

の

事

援

は

失

業

に

し

て

、

其

議

生

の

際

じ

於

け

る

経

済

的

給

付

算

定

の

標

準

北

る

可

き

損

害

額

は

失

業

者

の

一

キ

素

の

所

得

に

在

AJa

sP 

一
間
し
て
阿
一
危
険

の

地

位

仁

立

て

る

人

士

郎

ち

保

険

の

加

入

者

な

る

可

を

遣

の

と

し

て

は

葉

地

位

多

少

安

回

を

紋
登
、
従
〈
縦
令
ぴ
人
じ
依

b
其
危
険
の
程
度
目
L

多
少
大
小
の
差
・
あ
ん
と
は
一
五
へ
其
問
必
歩
安

際
仁
磁
を
失
』
加
者
を
生
、
ポ
ノ
る
を
菟
れ
含
る
多
数
の
労
働
者
の
存
す
る
あ
る
な
台
。

の

弊

働

者

の

多

数

若

し

く

は

全

部

を

聯

合

し

て

紫

際

に

職

業

喪

失

、

所

得

線

開

の

不

幸

仁

遜

遇

放

に

是

等

せ
る
人
士
の
損
害
を
分
携
せ
し
む
る
の
組
械
を
設
く
る
以
必
ふ
少
し
信
不
可
能
率
と
一
五
ふ
を
得

合
る
な
'
り
。

.底豆喝

a倒見，

除--・

然
t
り

と

雌

昔

、

保

険

の

組

織

を

設

け

て

同

境

遇

者

多

数

の

問

仁

変

際

の

損

害

を

分

間

ず

る

の

二
事
は
、
何
れ
の
種
類
の
保
険
を
問
は
歩
、
ぞ
れ

λ
¥
に

多

少

の

国

難

の

之

に

作

h

訟
を
免
れ
も
d

る

替

の

あ

6
0
.
性

質

上

資

行

し

得

可

き

の

観

あ

ら

て

然

が

宅

資

際

仁

実

組

織

を

見

な

る

の

保

険

、

敢
に
共
組
織
の
成
立
せ
る
宅
成
績
頗
る
不
充
分
な
る
保
険
の
融
合
各
方
面
に
せ
一
ぺ
数
少
な
が
ら
、

もd

る
は
、
思
一
・
一
覧
斯
る
困
難
の
甚
大
な
る
唱
の
あ
る
が
故
仁
外
な
ら
ホ
J
Q

要
ず
る
仁
美
安
行
頗
る
困
難
な
る
保
険
の
一
一
個
に
し
て
、
方
今
演
く
行
は
る
丸
、
生
命
、
火
災
、
疾
病

其

他

の

普

通

の

保
t

険

に

比

す

れ

ば

奨

安

行

に

ほ

迭

に

大

な

る

困

難

の

之

仁

倖

ふ

唱

の

あ

る

を

失
業
隊
除
の
'
加
を
も
亦

免

れ

合

る

な
f

り
。
誌
に
少
し
く
之
を
説
明
せ
ん
が
。

失

業

保

険

を

困

難

な

ち

し

む

る

第

一

の

原

因

は

該

保

険

の

基

民

文

る

事

縫

部

も

所

溜

L
P
齢化一

な
る
る
の
が
大
に
被
保
険
者
の
意
志
に
依
よ
ノ
て
支
配
せ
ら
る
、
の
安
あ
よ
リ
、
従
て
安
際
上
容
易

一
五
家
保
険
に
依
L
Y

て

賠

に

保

険

趨

蹄

の

範

闘

を

決

定

す

る

を

得

ぎ

る

の

事

賞

、

花

る

に

在

bo

償
す
可
き
損
害
は
偶
然
に
起
れ
る
鳴
の
な
る
之
と
、
詳
ム
一
目
す
れ
ば
被
害
者
の
故
意
仁
醸
せ
る
按

害
仁
非
合
』
る
唱
の
に
限
る
可
し
と
は
保
険
の
校
太
一
原
則
な
ら
。

失

業

者

異

人

の

意

志

に

依

ち

て

左

右

せ

ち

る

1
B

と
と
あ
る
場
令
甚
だ
少
か
ら
歩
と
せ
ば
五
日
人

故

に

失

業

な

る

毛

の

は

大

に

は

一

拐

の

失

業

会

部

を

泉

げ

て

之

を

保

険

の

百

的

物

と

匁

ず

を

得

、

d

る
や
復
、
定
論
を
要
せ
ヂ
、

7 

是

に

於

て

か

種

々

の

失

業

中

何

れ

の

部

分

を

以

て

保

険

の

臼

的

物

色

匁

す

可

ぎ

か

と

一

五

ふ

問

題

を

生

ホ
J

る
次
第
な
る
が
、
此
問
問
鴻
の
併
決
は
先
づ
失
業
の
原
因
仁
遡
'
り
て
之
を
試
み
念
る
可

然
る
に
失
業
の
原
因
仁
は
疾
病
漣
難
莫
他
幾
多
の
個
人
的
の
事
資
、
あ
'
り
、
生
産
依
件
の

失

業

保

険

給

ら
歩
。

ご
一
日
七



、
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8 

縫
夏
業
他
の
事
援
に
基
づ
け
る
解
疋
あ
ん
〆
、
同
盟
罷
工
み
よ
リ
、
工
場
閉
鎖
あ
ら
-
各
自
の
櫛
惰
必
ゐ

而
(
て
此
等
の
諸
原
因
中
、
或
者
仁

2
9
、
無
能
あ
よ
り
、
一
々
算
し
来
れ
ば
殆
と
枚
泉
に
逗
あ
ら
歩
。

濁
し
て
は
別
に
特
穣
の
救
鱗
手
段
の
設
定
せ
ら
る
、
、
乙
I
L
例
令
ば
疾
病
保
険
、
遭
難
保
険
、
老
年

保
険
等
の
如
き
も
の
あ
ん
/
て
、
復
、
北
特
仁
失
業
保
険
の
趨
用
を
必
要
よ
し
せ
も
C

る
唱
の

g
少
な
が

防
水
し
て
然
ら
ば
此
等
の
諸
原
凶
中
何
れ
仁
基
づ
く
失
業
仁
野
し
て
失
業
保
険

ら
な
る
な
ん
。

を
趨
用
す
可
を
か
。
‘
口
芯
れ
失
業
保
険
舎
の
t

実
行
じ
L
一
解
決
頗
る
悶
雛
な
る
第
プ
の
問
題
i

し
お
る
な
よ
ツ
。

併
し
、
今
飯

AJ
に
、
別
に
救
憐
の
詮
あ
る
疾
病
薬
他
一
定
種
類
の
原
因
仁
基
づ
け
る
失
業
を
底

分
し
て
之
を
失
業
保
険
の
外
仁
置
を
、
以
て
此
第
一
の
問
題
に
封
ず
る
一
般
的
の
解
決
を
下
し

得
社
t
り
と
す
る
号
、
更
に
英
以
外
の
各
積
の
場
令
に
就
て
其
趨
用
不
一
遍
用
を
決
定
す
る
の
難
事

あ
ιリ。

J

成
中
、
不
注
意
、
過
失
禁
他
自
己
の
罪
過
に
基
づ
け
ふ
失
業
、
辞
職
に
基
回
せ
る
任
意
的
の

失
業
、
祐
一
仁
同
盟
罷
工
叉
は
工
場
閉
鎖
仁
基
づ
け
る
失
業
は
之
に
罰
し
て
失
業
保
険
を
議
用
し
、

英
失
業
者
に
保
険
金
を
給
付
す
可
を
や
否
や
の
問
題
の
如
き
其
最
‘
忍
υ
困

難

な

る

問

題

た

ら

含

議

し

此

種

の

失

業

を

悉

く

被

保

事

項

以

外

の

事

賓

と

看

倣

す

持

は

不

投

手

の

結

果
を
生
性
会
』
る
を
得
、
c

る
-
誌
の
あ
る
EC-

共
仁
、
一
初
乏
を
被
保
事
項
と
宥
倣
す
時
電
亦
等
し
く

る
を
得
、
ヂ
。

幾
多
の
不
会
卒
、
不
利
盆
を
生
中
ノ
る
を
兎
れ
才
れ
ば
な
ら
'O

以
て
保
険
金
給
付
を
魚
す
可
を
失
業
に
非
ホ
ノ
と
せ
ん
が
、
不
利
盆
な
る
屑
従
的
勢
働
関
係
の
下

に

立

て

る

捺

働

者

を

強

ぴ

て

英

持

働

関

係

の

下

仁

就

職

を

縫

践

す

る

の

止

む

な

き

に

至

ら

し

り
る
の
不
利
議
ゐ
る
を
菟
れ
念
る
可
く
、
叉
若
し
岡
賢
罷
工
及
ば
工
場
閉
鎖
に
基
づ
く
失
業
を

被
保
事
項
と
然
す
と
と
な
が
ら
ん
か
、
英
結
果
は
徒
に
此
穣
の
罷
業
失
業
を
国
難
な
ら
し
め
て
、

例

令

ば

今

若

し

任

意

的

の

僻

職

を

以
て
.
雇
主
仁
不
正
の
蕗
置
あ
る
場
令
じ
電
信
ほ
一
足
主
を
保
護
す
る
の
安
を
生
歩
る
い
L

去
る
可

き
が
如
し
。
然
れ
ば
と
て
、
之
と
反
野
仁
此
等
の
失
業
一
拐
を
被
保
事
項
と
若
倣

3
ん
か
、
怠
惰

放
逸
な
る
失
業
者
を
保
護
し
、
軽
卒
な
る
職
業
愛
更
を
奨
鳳
し
て
勤
勉
卒
安
な
る
労
働
者
に
負

携
を
課
す
る
の
弊
あ
る
可
く
、
叉
保
険
資
金
の
一
部
分
が
献
労
働
者
以
外
の
も
の
邸
も
企
業
家
及

・

‘
L

d
閤
庫
等
よ
2
9
支

出

せ

ら

る

h

場

合

じ

は

祉

合

一

般

の

合

資

を

以

て

偏

頗

な

る

保

護

を

労

働

者

に

加

ふ

る

の

不
R

公
平
に
・
陥
る
を
菟
れ
ぎ
る
可
を
な
ト
ノ
U

問

題

は

趨

常

な

る

詳

細

の

規

定

と

組

織

と

仁

依

b
概
ね
解
決
し
得
、
食
B

り
と
す
る
落
、
被
保
事
項

の

確

定

に

は

更

に

備

ほ

鵡

多

の

困

難

の

随

伴

す

る

も

の

あ
1

り。

る
場
合
に
於
〈
唱
之
を
全
部
の
失
業
と
若
倣
す
可
き
や
否
や
。 依

t
リ
仁
一
歩
を
一
議
1

り
て
此
壮
一
吋
の
難

失
業
者
が
他
仁
融
業
を
有
せ

。

失
業
者
が
他
の
方
面
上
t
り
多

失

業

保

険

給

ご一一九
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10 

少

の

補

給

を

受

け

つ

、

あ

る

場

合

並

広

自

己

の

資

産

よ
1

り
多
少
の
所
得
を
享
受
し
つ
、
あ
る

場
合
苦
斯
る
所
得
な
き
場
合
と
等
し
く
之
を
取
扱
ふ
可
を
や
否
や
。

凡

そ

此

等

の

問

題

仁

封

し
て
は
m
公
平
な
る
解
決
を
下
し
、
安
際
亦
文
一
公
平
均
一
に
之
を
鹿
理
せ
ぎ
る
可
ら
歩
。

両
し
て
、

被
保
事
項
務
抗
生
の
多
少
と
之
に
倖
ふ
保
険
金
給
付
額
の
大
小
之
は
何
れ
も
此
等
の
問
題
の
解

決
と
密
接
の
関
係
を
ほ
句
し
、
保
険
の
費
用
分
携
の
責
仁
住
必
ず
'
る
一
般
人
士
の
負
携
の
大
小
も
亦

大

に

此

等

の

問

題

の

解

決

に

依
t
リ
て
左
右
せ
ら
る
、
・
笠
あ
F

り
。
加
之
、
其
解
決
の
方
法
如
何
は

叉
一
方
に
於
て
一
般
の
倫
理
道
徳
の
上
に
宅
重
大
の
影
響
を
及
ぼ
し
一
一
関
生
産
力
の
消
長
に

苦
闘
係
ず
る
次
第
な
れ
ば
、

日
公
正
な
る
解
決
は
困
難
な
る
と
共
に
叉
非
常
の
重
要
事
項
党
ら

含
る
を
得
、
d

る
な
ん
ノ
。

間

失
業
の
後
生
が
被
保
勢
働
者
の
意
志
仁
左
右
せ
ら
る
、
ア
」
之
少
な
か
ら
含
る
の
事
賓
と
相

並

ん

で

真

広

失

業

保

険

の

賀

行

を

困

難

な

ら

し

む

る

第

二

の

原

因

は

失

業

の

檎

綴

期

限

が

叉

持
働
者
一
一
度
其
職

大

に

被

保

者

共

人

の

窓

志

に

左

右

せ

ら

る

h

d
も
の
な
る
の
事
費
是
な
ム
ツ
。

を
失
ぴ
て
所
謂
失
業
の
人
と
免
ら
ん
か
、
其
失
業
期
限
は
通
例
其
枇
労
働
者
が
再
び
一
足
備
せ
ら
れ

て
労
働
に
従
事
す
る
の
時
期
迄
纏
綾
ず
る
宅
の
と
凡
ぎ
る
可
ら
歩
。

今

若

し

此

再

就

職

の

時

期

決

定

吉

ば

一

に

失

業

持

働

者

共

人

の

意

志

に

一

任

す

る

乙

と

、

潟

3
ん
か
、
遊
惰
無
責
任
な

る
持
働
者
は
保
険
金
の
紛
・
付
に
甘
ん

b
て
ゆ
ハ
エ
し
く
安
越
を
食
J

り
復
文
就
業
を
求
り
る
に
筈

vω

せ
才
る
に
至
る
の
撲
な
き
を
得
ム
少
。
来
し
て
然
ち
、
ほ
保
険
金
支
挑
綴
は
徒
仁
豆
額
広
上
f

り
て

保
険
組
織
の
財
政
的
決
態
を
危
殆
な
ら
し
め
、
就
職
せ
る
爾
係
努
働
容
の
負
携
は
徒
に
加
は
ら

故

仁

失

業

保

険

仁

在
p

り
て
は
被
保
人
仁
詩
し
就
職
可
能
な
る
場
令
仁

は

必

歩

就

職

す

る

の

義

務

を

負

は

し

め

合

る

可

ら

ヂ

ー

然
t

り
と
て
荷
電
就
職
口
の
存
す
る
場

令
に
は
必
や
/
此
義
務
を
負
は
し
む
る
唱
の
と
せ
ば
其
義
務
は
甚
だ
し
く
蚊
労
働
者
を
抑
墜
し
て

な
る
を
得
合
る
可
し
。

不
利
益
な
る
労
働
僚
件
仁
屈
従
せ
し
む
る
も
の
北
る
に
至
る
を
苑
れ
診
る
が
故
に
)
此
就
職
義

務

を

規

定

す

る

に

常
F

り
て
拡
謀
議
務
の
』
務
生
す
可
き
依
件
を
確
然
規
定
せ
な
る
可
ら
歩
。

詳

ム
一
一
目
す
れ
ば
如
何
な
る
場
所
に
於
て
如
何
な
ぷ
依
件
の
下
に
如
何
な
る
傍
.
働
の
存
ず
る
場
令
ぶ

此
義
務
の
生
、
ず
る
沙
も
の
な
る
や
を
規
定
し
-
此
義
務
の
存
せ
ぎ
る
場
合
仁
於
け
る
失
業
に
滋
し

〈
の
保
険
金
を
給
付
す
る
と
と
、
せ
会
」
る
可
ら
歩
。

然
れ
ど
此
義
務
の
遊
中
本
を
胤
行
せ
ん
が

11 

潟
に
は
保
険
機
関
は
叉
一
方
に
於
て
労
働
紹
介
の
勢
を
取
ー
ら
も
d

る
可
ら
み
が
J

。

保
険
経
緯
者
に

失

業

保

険

論

一一四
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会
」
る
可
し
。

介
の
制
度
の
先
づ
存
ず
る
刃
も
の
な
か
る
可
ち
歩
。

る
、
乙
と
t
B

潟
る
可
く
、
従
て
就
職
義
務
廟
行
の
規
定
は
徒
に
紙
上
の
空
交
に
締
ず
る
を
一
免
れ

故

仁

失

業

保

険

の

完

会

な

る

組

織

を

設

け

ん

と

欲

せ

ば

組

織

良

好

な

る

持

働

紹

然
る
仁
勢
働
紹
介
一
の
此
組
織
は
戦
近
漸
く

務
建
の
4

初
期
仁
入

b
t
る
の
ー
か
に
し
て
、
示
、
だ
光
会
な
る
組
織
の
一
般
に
認
め
ら
れ
セ
る
が
も
の

な
く
威
綬
亦
甚
だ
良
好
な
る
が
も
の
存
す
る
な
し
。

此
一
事
は
叉
以
.
て
失
業
保
険
賀
行
の
困
難

な
る
を
示
す
に
足
ち
ん
。
然
、
わ
宅
其
困
難
は
箪
に
此
等
の
事
費
仁
止
ま
ら
京
。
失
業
保
険
金
.

の
給
付
を
ば
車
に
安
際
上
止
む
を
得
、
d

る
失
業
期
間
に
限
定
す
小
心
の
必
要
は
夏
じ
失
業
給
奥

を
受
け
つ

h

あ
る
各
個
人
に
封
し
て
餓
え
ヂ
巌
密
な
る
監
税
を
行
び
、
官
該
失
業
者
の
果
し
て

笠
際
仁
失
業
給
奥
享
得
の
係
件
を
具
備
す
る
や
否
や
を
常
に
精
査
す
る
の
必
要
を
随
伴
せ
相
、
C

る
を
待
合
る
る
の
あ
ム
ソ
。

此
監
，
替
精
査
は
一
一
凡
不
可
能
事
仁
非
念
る
が
如
き
昔
、
英
完
全
な
る

賀
行
は
亦
事
資
上
至
大
の
難
事
、
食
る
を
失
は
も
d

る
な

6
0

以

上

諸

黙

の

決

定

之

底

捜

と

は

貴

仁

失

業

保

険

経

皆

上

に

於

け

る

歪

大

の

悶

難

な

t
り。

首

施

設

に

依
t
り
此
困
難
を
除
去
し
得
文

b
と

せ

ば

此

保

険

の

安

行

は

爾

傑

普

通

の

保

険

と

等
キ日

し
く
敢
て
難
事
仁
非
ぎ
る
可
き
落
、
然
か
述
此
保
険
仁
は
其
性
質
上
他
仁
命
ほ
幾
多
の
注
意
を

第
一
は
加
入
後
一
定
の
期
限
邸
も
所
南
給
血
ハ
務
備
期
限
を
綬

要
す
可
を
特
種
の
問
題
あ
'
り
。

逃
せ
る
後
仁
非
合
れ
ば
縦
令
び
職
業
を
失
ふ
宅
保
険
金
の
給
血
ハ
を
受
く
る
の
権
を
附
山
県
せ
才

る
乙
と

h

ず
る
乙
と
に
し
て
、
第
二
は
蛤
興
期
間
の
最
長
限
度
を
定
め
、
該
期
限
以
上
の
長
期
に

一
旦
る
失
業
者
に
該
期
限
後
復
北
給
輿
を
潟

3

r
る
乙
と
、
而
し
て
第
三
は
給
輿
の
額
を
限
定
す

る
乙
と
印
私
-
H
疋
な
よ
り
ο

第

一

の

規

定

は

一

に

は

保

険

組

織

の

財

政

政

策

上

の

理

由

仁

基

づ

を

叉
一
に
は
失
業
の
危
険
・
目
前
に
迫
れ
る
場
合
に
加
入
し
来
1

り

て

直

に

保

険

金

の

享

得

を

謀

る

第

二

の

規

定

唱

亦

一

は

が
如
を
怒
計
を
務
防
ず
る
の
，
目
的
仁
出
で
大
る
が
も
の
に
外
な
ら
ヂ
。

財

政

政

策

上

の

目

的

仁

出

で

叉

一

に

は

被

保

.

人

の

白

ら

就

職

仁

勉

ひ

る

を

刺

激

す

る

の

目

的

に
出
で
な
る
刃
も
の
な
れ
bfe

号
、
第
三
の
限
定
仁
歪
t
り
て
は
真
に
理
由
を
異
に
し
、
失
業
者
の
生
存

確
保
と
共
仁
其
範
悶
内
に
於
て
然
か
宅
失
業
者
を
刺
戟
し
て
一
日
が
も
早
く
自
ら
臓
を
求
む
る

に
議
カ
せ
し
め
，
ん
よ
し
す
る
の
目
的
に
出
で
セ
る
‘
唱
の
な
λ
ソ
。
故
仁
実
給
輿
額
は
必
台
、
ノ
蛍
該
紙
切

働
者
の
普
通
享
得
す
る
努
銀
以
下
な
ら
合
る
可
ら
含
る
と
共
に
、
叉
蛍
該
勢
働
者
を
し
て
禁
存

立

を

維

持

す

る

に

充

分

な

る

額

よ

ち

弘

少

な

か

ら

し

む

可

ら

念

る

な

ム
J
O

何

と

な

れ

ば

該

給

'13 
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1.1 

興

績

が

普

通

の

傍

銀

と

同

額

若

し

く

は

共

以

上

な

る

持

拡

失

業

者

拡

共

享

得

に

甘

ん

b
て
再

失

業

保

険

論

一
四
回

就
職
に
苔
必
ず
る
の
刺
戟
を
失
ふ
可
く
、
然
か
弘
之
主
反
訴
じ
其
給
興
額
過
少
な
る
持
拡
失
業

、
保
険
本
来
の
主
眼
北
る
生
存
最
小
額
相
蛍
の
s

所
置
得
確
保
の
目
的
以
謹
せ
ら
れ
も
・
c

る
可
け
れ
ば

な
ム
ツ
、
此
等
三
規
定
の
制
定
反
び
港
行
は
失
業
保
険
経
替
上
必
要
の
事
項
た
る
電
安
際
上
越
営

蓋

し

其

規

定

一

歩

を

誤

れ

ば

失

業

保

険

の

目

な
る
異
質
行
は
亦
頗
る
難
事
セ
る
を
菟
れ
や
J
O

的
は
一
巡
せ
ら
れ
歩
し
て
却
て
経
済
上
婚
、
花
道
徳
上
の
弊
容
は
百
出
す
る
の
結
果
を
見
る
可
け

れ
ば
な
ら
。

五

保
険
仁
付
す
及
を
失
業
の
純
図
及
・
ぴ
失
業
期
限
の
問
題
と
共
仁
研
究
を
菜
ず
る
失
業
保
険

上

の

霊

大

問

題

は

資

金

酸

集

方

絵

の

二

事

な

る

可

し
d

保

険

本

来

の

原

則

よ

b
一
五
へ
ば
保
険

金

の

文

挑

及

び

管

理

の

経

費

に

要

ず

る

資

金

は

一

明

之

ぞ

被

保

入

邸

も

保

険

加

え

者

全

般

よ

b
n公
平
仁
酸
集
す
可
を
が
も
の
に
問
問
し
、
従
て
勢
働
者
の
失
業
保
険
仁
義
I

り
て
は
加
入
献
労
働
者
会
一

部

ょ

ん

保

険

料

と

し

て

之

を

醸

出

せ

し

ひ

可

き

も

の

に

係

れ
J

り
。
然
れ
ど
戦
近
綬
掛
枇
舎
の

組
織
並
に
個
人
の
経
機
的
責
任
に
闘
す
る
見
解
漸
く
往
時
と
艇
を
異
に
し
、
枇
合
政
策
上
の
見

地
亦
旋
く
識
者
の
ゑ
認
す
る
所
と
銭
ふ
仁
従
ぴ
、
労
働
問
者
の
所
得
確
保
を
主
眼
と
す
る
各
種
の

保
険
仁
関
し
て
は
純
乎
允
る
保
険
仁
閲
す
る
如
上
の
原
則
は
多
少
滋
友
誼
用
せ
ら
る
、
、
仁
歪

邸
あ
古
今
多
数
の
曲
学
者
の
見
解
じ
依
れ
ば
保
険
資
金
の
融
制
出
仁
際
し
、
加
入

以
労
働
者
が
直
接
の
利
益
享
得
者
と
し
て
第
一
仁
相
設
の
保
険
料
を
文
出
す
可
を
は
勿
論
な
る

も
、
此
の
傍
働
者
の
外
、
雇
主
並
仁
国
家
其
の
他
の
一
会
期
髄
も
亦
幾
分
の
機
出
を
鴻
ナ
可
を
《
-
の

な

b
l
L
錯
す
の
風
あ
ん
J
O

日
く
、
労
働
者
の
失
業
は
ぺ
生
f

産
組
織
の
ぺ
鑓
動
の
翁
仁
生
性
る
"
も
の
な

る
か
若
し
く
は
該
援
動
に
附
捗
関
聯
し
て
生
件
ご
三
平
安
あ

b
、
従
〈
英
の
結
果
に
お
し
て
は
各

れ
る
の
玖
あ
t

り。

生
産
企
業
は
少
な
く
と
も
一
部
の
責
任
を
負
お
可
き
唱
の
な
ん
ノ
。

故

仁

各

企

業

家

を

し

て

此

の
保
険
料
を
負
鎗
せ
し
む
る
は
歪
静
岡
の
蕗
設
な
1

り。

日
く
、
公
園
踏
を
し
て
此
保
険
仁
際
血
を

此

醗

出

の

理

由

潟

3
し
む
る
は
一
位
合
会
般
の
枇
舎
的
義
務
よ

-b
税
・
れ
ば
脅
然
の
乙
と
な
ん
J
O

は

祉

舎

が

貧

民

救

助

の

義

務

を

負

ふ

の

理

由

と

同

一

の

理

由

仁

在

A
J
E
o

労

働

者

の

保

護

を

'

至

蛍

之

せ

る

近

世

枇

合

政

策

の

見

地

よ
-F-

り
す
れ
ば
薬
品
し
歪
蛍
の
見
解
な
る
可
し
と
雄
港
、
併
し
、

15 

企
業
家
及
び
益
岡
髄
の
酸
出
を
歪
瞥
と
す
る
は
此
保
険
制
度
が
一
定
の
航
労
働
者
全
般
じ
濁
し

山
然
ら
句
C

れ
ば
偏
頗
不
必
卒
の
蕗
龍
北
る
を
兎
れ
も
り

て
安
施

3
る
t
B

場
合
な
ら
ぎ
る
可
ら
ホ
ノ
。
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る
な

b
。

}£
 
‘
 

日正
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白ι、、，，
 、九

r旬

、，、

そ
は
兎
に
角
、
持
働
，
者
各
自
の
酸
出
保
険
料
に
就
て
は
叉
一
大
関
難
の
此
に
存
ず
る
唱
の
あ

ち
。
失
業
の
危
険
護
生
の
程
度
、
が
批
労
働
者
の
種
類
に
依
t
り
勝
北
個
人
的
関
係
に
依
p
り
て
区
々

相

遼

せ

る

の

事

資

郎

も

是

忍

bo

此

事

費

は

保

険

料

決

定

上

相

蛍

の

酪

酌

を

加

ヘ

会

る

可

ら

な
る
と
と
は
爾
鈴
の
保
険
の
場
合
と
異
な
る
所
な
・
き

-gγ
其

酪

酌

の

趨

皮

を

得

る

乙

之

は

爾

僚

の
保
険
と
異
な
ん
，
て
甚
だ
悶
難
な
ら
合
る
、
を
得
、
Jyo

而
し
て
叉
、
従
来
の
経
験
仁
徴
す
れ
ば
、
保

険
が
任
意
加
入
の
組
織
に
係
る
場
令
仁
於
て
怯
失
業
の
虞
少
な
ぎ
穏
類
の
鰍
労
働
者
は
紙
、
ね
保

険
仁
加
入
せ
ぎ
る
の
放
あ
ん
J
U

先
年
瑞
西
の
ー
ペ
ル
ン
」
市
仁
於
て
一
時
の
間
都
市
枇
労
働
者
会
般

に
封
ず
る
強
制
失
業
保
険
を
安
施
し
、
一
葉
後
再
び
加
入
の
強
制
を
巌
止
せ
し
と
と
あ

b
し
が
、
共

強
制
の
簸
止
と
共
に
職
業
安
全
な
る
部
類
の
批
労
働
者
は
殆
ど
悉
く
保
険
を
脱
せ
t
リ
と
一
五
ふ
Q

事
情
正
仁
拐
の
如
し
と
せ
ば
一
般
の
枇
労
働
者
に
加
入
を
強
制
す
る
一
般
的
失
業
保
険
の
願
行

は
失
業
の
虞
寡
少
な
る
世
間
多
数
の
蚊
労
働
者
に
取
1

り
て
は
大
負
携
大
犠
牲
な
る
の
戚
を
芯
起

ヨ
し
め
も
d

る
を
・
得
、
c
る
可
し
。

其
他
、
一
一
拐
の
失
業
者
に
相
蛍
の
仏
卵
胞
ハ
を
一
潟
す
も
が
の
正
せ
ば
傍
働
者
各
自
の
醸
出
保
険
料
宅

亦

決

し

て

少

な

か

ら

念

る

の

離

な

き

に

非

歩

。

従

て

此

紡

よ
λ
ソ
し
て
失
業
保
険
の
困
難
を
推

恕
す
る
の
論
者
川
市
亦
少
な
か
ら
念
る
可
し
と
錐
号
、
併
し
、
一
般
的
失
業
保
険
に
要
ず
.
る
費
用
は

一
見
珠
惣
せ
ら
る

h

が
如
く
甚
だ
し
く
大
・
な
る
が
も
の
に
非
才
る
が
如
し
。
教
授
「
ジ
ヤ

y
y氏

の
所
合
一
向
に
擦
れ
ば
一
八
九
五
年
に
於
け
る
一
衛
逸
金
閣
の
失
業
者
は
卒
均
毎
日
三
十
六
寓
六
千

三
百
二
十
二
人
な
る
が
故
に
若
し
之
に
一
一
日
一
蹴
宛
の
失
業
給
輿
を
錯
す
告
の
と
せ
ば
之
じ

-
要
ず
る
一
箇
年
金
部
の
費
用
は
約
一
一
億
三
千
四
百
寓
麻
に
過
ぎ
歩
。
然
る
に
周
年
に
於
け
る

就
業
労
働
者
以
毎
日
平
均
一
千
五
百
必
十
八
高
三
百
四
十
九
人
を
算
せ
る
が
故
仁
、
若
し
此
一

千
五
官
僚
寓
人
に
て
前
漣
の
費
用
金
部
を
貧
携
す
る
と
す
る
も
、
就
業
労
働
者
各
一
人
の
隊
出

ペ
ユ
ツ
レ
u

額
は
一
年
に
付
八
蹴
四
十
七
布
邸
も
一
週
約
十
六
布
に
過
ぎ
も
C

る
可
し
。
加
ふ
る
に
一
経
主
及

び
一
公
一
間
憾
亦
相
営
額
の
鴎
出
を
然
ず
に
於
て
は
捺
働
者
の
賃
携
は
決
し
て
過
重
な
る
乙
と
な

か
る
可
愛
な
I

り。

勝
出
の
負
携
既
に
一
斯
の
如
く
過
重
な
ら
や
C

る
以
上
保
険
数
民
寸
の
上
よ
λ
ツ
計

算
の
基
礎
と
し
て
必
一
裂
な
る
統
計
的
材
料
の
多
少
の
快
闘
は
叉
甚
だ
し
く
保
険
窓
行
の
妨
害

17 
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険

建

行

上

の

障

害

は

貨

に

醸

出

金

の

多

額

な

る

に

非

宗

し
て
如
上
各
種
の
困
難
、
就
中
失
臓
の
原
因
た
る
必
理
的
事
安
の
明
確
を
快
け
る
に
在
る
な
ら
。

よ
し
鋳
る
可
き
も
の
に
非
常
J

。
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失
業
保
険
の
困
難
上
池
の
如
く
な
る
宏
以
て
、
翼
賛
行
に
闘
す
る
諸
家
は
何
れ
が
も
主
と
し
て

保
険
事
業
の
管
理
経
替
に
闘
す
る
問
題
仁
注
意
を
註
?
の
獄
あ
ん
。

も
盛
な
る
澗
滋
仁
於
て
従
来
建
策
せ
ら
れ
忙
る
諮
案
、
を
観
る
に
、
此
管
理
経
綾
上
の
便
宜
上
ム
ツ

今
、
此
種
保
険
の
研
究
最

或
は
一
労
働
者
図
憾
の
附
随
事
業
之
し
、
或
は
疾
病
保
険
、
選
難
保
険
叉
は
療
疾
保
険
の
組
織
の
附

帯
事
業
さ
じ
、
将
一
文
或
は
同
業
組
合
、
各
種
専
門
業
の
専
門
的
労
働
紹
介
組
織
叉
肱
市
町
村
官
治

憾

の

事

業

ιし
て

一

般

的

失

業

保

険

を

安

行

せ

ん

l
」
ず
る
唱
の

h

如

し

。

経

替

上

の

繁

雑

な

る

事

務

の

此

等

諸

積

の

組

織

と

相

関

脇

せ

る

宅

の

甚

だ

少

な

か

ら

F
る
よ
ん
/
観
れ
ば
斯
る
組

.
織
を
基
礎
と
す
る
の
便
利
に
し
て
且
つ
経
務
的
な
る
は
復
士
論
を
待
北
京
と
蹴
述
、
総
て
此
等

の
組
織
中
何
れ
が
其
最
も
趨
皆
な
る
唱
の
大
る
や
を
考
察
す
る
時
け
い
仰
れ
も
充
分
仁
失
業
保

険

の

目

的

を

遼

す

る

に

遺

憾

な

き

を

得

な

る

な
'
h
ノ。

一
万
来
失
業
保
険
の
組
織
の
完
会
な
る
唱
の
は
こ
~
可
及
的
一
切
の
傍
働
者
を
包
括
せ
し
む
る

越
の
な
ら
や
C

る
、
可
ら
歩
。
(
二
失
業
危
険
の
桂
皮
の
和
議
に
準

b
て
各
職
業
の
勢
働
者
を
そ
れ

そ
れ
趨
宜
に
分
類
し
得
る
宅
の
な
ら
も
・
C

る
可
ら
歩
。
(
一
ニ
)
旋
く
一
大
領
域
仁
一
旦

b
て
之
を
統
一

‘ 

L
j以
て
各
地
方
に
義
生
せ
る
危
険
損
害
を
治
く
分
配
平
均
す
る
を
得
る
と
共
に
、
叉
}
方
仁
は

共
符
内
谷
地
方
に
地
方
的
の
地
盤
的
組
織
を
存
し
、
依
て
各
勢
働
者
の
賞
情
を
精
査
監
督
す
る

を
得
る
の
組
織
な
ら
含
る
可
ら
歩
。
(
四
)
被
保
険
人
自
身
の
賓
住
問
題
、
同
盟
罷
エ
及
び
工
場
閉

鎖
の
場
合
仁
於
け
る
廃
盤
の
問
題
、
就
職
義
務
の
問
題
、
監
督
監
税
の
問
題
等
の
如
を
管
理
経
倍

上
の
難
問
題
を
解
決
す
る
に
趨
蛍
な
る
組
織
な
ら
含
る
可
ら
一
念
る
な
台
。

四
個
の
要
件
に
照
じ
イ
ャ
土
述
の
諸
案
の
組
織
を
観
れ
ば
何
れ
弘
完
抗
告
仁
吾
人
の
要
求
仁
路
、
下
/

然
る
に
‘
今
熟
々
、
此

19 

る
屯
の
非
主
る
を
費
え
か
」
る
を
得
、
d

る
な
1
7
0

‘

第
一
応
疾
病
保
険
の
組
織
と
同
業
組
合
と
は
み
一
部
の
努
働
者
を
包
括
せ
る
唱
の
仁
非
歩
、
従

て
・
失
業
保
険
経
替
ょ
の
一
図
と
し
て
趨
嘗
な
る
替
の
に
非
一
歩
。
療
疾
保
険
の
組
織
は
儀
p

り
に

地
方
的
区
域
の
分
割
甚
だ
し
き
宅
の
あ
る
が
上
に
、
努
働
の
職
業
的
分
割
を
行
は
歩
、
従
て
叉
失

業
保
険
組
織
の
基
礎
と
し
て
遁
蛍
な
る
替
の
と
一
五
ふ
を
得
、
京
ノ
。
濁
F-

り
第
四
の
要
件
郎
も
管
理

経

緯

上

の

問

題

解

決

仁

取
t
り
て
僅
に
疾
病
保
険
の
組
織
の
業
長
庭
を
一
雨
ぜ
る
み
る
を
見
る
の

み
。
'
其
他
、
市
町
村
自
治
憾
労
働
紹
介
所
並
仁
勢
働
組
合
は
叉
そ
れ

λ
¥
仁
多
少
の
長
鹿
を
一
不

3

r
る
に
非
歩
と
雌
毛
、
併
母
、
市
町
村
自
治
樫
拡
集
中
的
統
一
的
な
る
を
難
し
之
す
る
の
鮪
に

失

業

保

険

総

?
四
一
九
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失

業

保

険

諭

ご
点
。

。
サ晶

管
理
経
替
上
の
問
題
の
解
決
甚
だ
関
難
な
る
な
菟
れ
さ
る
は
労

働
紹
介
所
と
共
仁
等
し
く
翼
線
欧
州
之
、
ず
る
所
一
セ
る
な

60
蓋
し
一
般
的
失
業
保
険
を
安
砲
す

ぷ
仁
蛍
・
6
て
は
大
都
市
の
保
険
事
務
賞
局
者
は
日
々
数
百
千
件
の
労
働
関
係
終
止
の
事
質
的

ち
失
業
事
件
を
一
.
々
精
査
し
、
数
千
の
現
存
失
業
勢
働
者
仁
就
て
一
々
薬
剤
業
共
他
の
業
務
の

有
無
並
に
鷲
視
を
監
督
調
査
す
る
が
上
に
、
此
等
の
弊
働
者
の
潟
仁
叉
常
じ
遮
蛍
な
る
労
働
就

職
の
迭
を
求
む
ふ
の
配
慮
・
を
潟

3
h
B
る
可

G
ポ
J
h

然
が
も
斯
る
娯
銭
な
る
事
務
の
遂
行
は
官

僚
的
・
な
る
市
跡
材
行
政
機
関
の
如
号
機
関
の
到
廊
能
く
築
士
し
得
可
を
所
に
非
合
る
な

6
0

此
鮎
よ
f

り
観
れ
ば
専
門
的
献
労
働
総
合
所
は
常
仁
各
其
職
業
の
労
働
者
と
密
接
仁
桜
締
し
っ
、

あ
る
の
資
あ
る
が
放
に
少
な
く
と
も
一
大
長
彪
を
有
せ
会
る
じ
非
歩
。

一
於
て
大
仁
開
く
る
所
あ
ら
。

然
ム
リ
と
縫
も
此
紹
介

所
の
組
織
は
今
や
漸
く
議
蓬
の
初
期
に
腐
し
、
来
、
だ
失
業
保
険
rh
利
用
し
得
可
を
程
の
充
分
な

る
設
建
を
遂
げ
北
る
る
の
仁
非
才
れ
ば
還
を
婚
家
は
兎
仁
角
、
現
今
に
て
は
叉
如
何
と
も
す
可

ー

唯
ミ
濁

b
同

職

者

の

聯

合

組

織

邸

も

所

謂

捺

働

組

合
v
h

歪

ιリ
〈
は
能
く
此
管

理
経
緯
上
の
悶
難
を
除
却
じ
て
完
全
に
失
業
保
険
を
遂
行
蕗
理
す
る
を
得
可
き
も
の
あ
よ
リ
。

悲
し
、
此
場
合
に
於
て
は
械
労
働
者
は
相
互
他
仁
封
し
て
監
督
監
脱
を
行
ふ
可
く
、
而
し
て
斯
る
段

p
り
均
d

マh
M

弁
W

L

リ。

官
聡
腕
を
潟
ず
や
自
家
の
利
害
上
よ
t
り
熱
{
必
忠
一
貫
に
之
を
行
ふ
の
資
あ
る
可
け
れ
ば
な
l

りか

J C 

依
是
槻
之
、
失
業
保
除
の
港
行
に
封
ず
る
陣
容
が
主
と
し
て
管
理
経
健
一
上
の
困
難
じ
存
す
る

以
上
、
能
く
其
港
行
の
局
に
蛍
t
り
得
可
を
宅
の
は
政
労
働
組
合
を
棚
摘
を
て
復
セ
他
広
之
を
求
む
可

然
ιり
と
雄
宅
、
爾
俸
の
要
件
に
照
し
て
之
を
観
る
持
は
、
失
業
保
険

ら
か
」
る
の
棋
な
き
を
得
、
下
。

の
基
礎
と
し
て
鰍
労
働
組
合
を
利
用
す
る
は
亦
一
大
疑
問
、
北
ら
ぎ
る

K
得
、
d

る
刃
も
の
な

b
O

L
、
宮
今
枇
労
働
組
合
に
加
入
せ
る
者
は
佳
仁
勢
働
者
の

蓋

一
小
部
分
仁
過
ぎ
合
る
と
と
は
世
人
の

一
一
明
の
労
働
者
を
強
制
的
仁
糾
合
し
て
悉
く
之
を
労
働
組
合
の
下
位

網
羅
す
る
が
如
を
大
組
織
大
計
叢
は
蛍
今
の
安
際
上
ム
一
一
口
ふ
可
く
し
て
行
ふ
可
ら
も
d

る
の
案
文

る
を
菟
れ
や
J

。

叉

縦
A

ザ
ぴ
斯
る
大
組
織
.
を
設
定
し
得
、
花
よ
り
と
す
る
号
、
其
組
織
愈
ミ
慶
大
と
勾

F

り
同
一
組
合
の
下
じ
網
羅
せ
る
職
業
の
種
類
反
ば
組
合
の
数
愈
と
増
加
す
る
仁
従
び
、
監
督
及

熟
知
す
る
所
、
然
λ
ッ
ー
と
て

ぴ
経
替
の
図
難
の
盆
ミ
増
大
す
る
に
至
る
は
勢
働
組
令
之
雄
常
亦
菟
る

h

能
は
も
C

る
郎
川
大
ら

守
る
を
得
・
下
J
q

加
ふ
る
に
爪
両
国
憾
及
び
雇
主
の
様
出
額
一
大
な
る
悲
の
あ
る
仁
於
て
は
組
合
員

21 ‘ 

各
自
の
財
政
上
の
利
害
ょ
う
し
て
組
合
員
相
互
稲
監
督
す
る
奨
監
督
ヱ
の
注
意
と
熱
必
と
は

失
業
組
問
隙
諭

月
五
日

-

y

 

s
 

}~\，l 
-圃a



1 

1 

' 

s 

失
業
保
織
論

• 

ωω

大
に
薄
ら
が
診
る
を
得
、
山
中
J
O

だ
に
英
特
官
況
を
失
拡
芯
る
を
得
、
d

る
可
ぎ
な
よ
り
。

一五一一

従
て
管
理
経
轡
上
に
於
け
る
組
合
の
長
鹿
は
此
事
賓
の
一
矯
に
叉

然
L
リ
と
て
全
然
組
令
の
管
理
経
緯
仁
干
渉

ず
る
乙
と
な
く
、
失
業
保
険
の
事
業
を
漫
然
組
令
仁
委
し
て
英
成
績
を
惣
げ
し
め
ん
と
す
る
は

叉
不
可
能
事
た
る
を
菟
れ
歩
。

嘗
今
の
勢
働
組
合
中
、
同
盟
罷
工
補
紛
と
失
業
補
給
の
問
仁
践

的
防
山
花
る
区
別
を
立
て
弘
之
を
安
行
ず
る
者
は
頗
る
少
な
き
が
も
の
、
如
く
、
現
に
一
九

O
八
年
の

米
国
労
働
局
年
報
の
示
ナ
所
に
擦
る
唱
各
闘
の
努
働
組
合
中
、
巌
格
な
る
保
険
技
術
上
の
原
則

仁
従
て
其
裕
給
基
金
を
慮
理
ず
る
唱
の
は
絶
無
な
2
9
と
一
お
そ

而

し

て

叉

此

等

諸

紛

輿

の

問

に
践
然
、
党
る
匝
別
を
設
く
る
は
一
一
般
仁
傍
働
者
の
怨
に
望
ま
し
き
と
と
仁
非
ぎ
る
唱
の

h

如

し
。
然
が
港
周
家
的
干
渉
の
下
に
失
業
保
険
を
組
合
に
委
す
る
に
於
て
は
此
区
別
は
之
を
明

に
せ
含
る
可
ち
も
d

る
な
ん
J
O

其
他
、
失
業
自
身
の
責
任
問
題
仁
就
て
は
多
数
の
蚊
労
働
組
合
は
巌

格
に
之
を
札
ず
乙
と
な
く
、
失
業
補
給
給
輿
の
依
件
"
も
亦
組
合
に
依

pp
て
区
々
一
様
な
ら
な
る

の
欽
ゐ

b
。

故

仁

今

若

し

此

補

給

を

一

種

の

保

険

1
し
し
て
絵
律
の
規
定
仁
依

0
・
之
を
律
す
る

に
蛍
ム
ソ
て
は
各
組
合
の
規
定
区
々
相
違
せ
る
此
事
費
は
縦
令
ひ
岡
家
酸
出
額
如
何
の
問
題
を

別
と
す
る
も
借
ほ
統
一
的
な
る
法
律
的
規
定
と
相
符
れ
合
る
の
事
変
な
ら
合
る
を
得
旬
、
C

る
な

ー首

b
q
.
加
之
、
失
業
保
険
の
満
足
な
る
組
織
は
趨
蛍
な
る
労
働
紹
介
の
組
織
と
相
連
絡
す
・
ぷ
を
必

要
と
す
る
乙
と
前
述
の
如
き
次
第
な
る
に
然
る
に
峨
労
働
組
合
に
は
一
般
に
此
述
絡
関
如
せ
る

従
て
此
快
欧
州
は
保
険
制
度
設
定
の
際
に
於
て
は
重
大
な
る
紋
結
と
し
て
安
現
せ

の
娩
あ
L

リ。

才
る
を
得
、
d

る
可
し
。

要
す
る
に
峨
労
働
組
合
を
基
礎
と
し
て
一
般
的
失
業
保
険
を
安
施
せ
ん
と
す
る
の
案
は
決
し

て
趨
蛍
の
案
と
云
ふ
を
得
意
ノ
、
其
賀
行
亦
決
し
て
容
易
に
非
才
る
な
よ
ツ
。
然
J

り
と
雄
港
、
吾
人
若

し
殿
格
の
意
味
に
於
け
る
傍
働
保
険
の
見
地
を
拾
て
、
彼
の
白
耳
議
の
資
例
に
倣
ぴ
て
態
に
勢

~3 

働
者
の
自
助
的
行
潟
を
援
助
す
る
・
の
精
神
に
出
づ
る
と
と
と
を
ん
か
。

に
濁
し
保
険
的
の
方
絵
に
依
1
9
て
所
得
を
確
保
せ
し
む
る
じ
最
も
趨
嘗
の
機
関
な
る
を
失
は

ぎ
る
可
し
os

現
に
英
米
共
他
に
於
け
る
幾
多
の
峨
労
働
組
合
が
恐
図
憾
の
助
力
に
待
於
歩
、
純
然

、
北
る
住
意
的
自
治
的
組
織
に
依

ιリ
て
失
業
補
給
の
制
度
を
安
施
し
っ
、
あ
る
は
資
に
英
護
左

な
ら
み
ア
ん
ば
非
歩
。
然
れ
ど
労
働
組
合
は
通
例
勤
務
能
力
最
も
優
越
な
る
部
類
の
枇
労
働
者
の

園
髄
な
る
の
常
な
れ
ば
、
斯
る
図
植
に
保
護
後
援
を
附
輿
ず
る
は
恰
も
保
護
後
援
の
必
要
最
屯

少
な
き
部
類
の
労
働
者
を
保
護
し
て
他
の
弱
者
を
度
外
調
せ
る
前
後
覆
倒
ゆ
鹿
置
北
る
を
菟

ご・忠一一一

勢
働
組
合
は
失
業
者

失
業
保
険
給

i

J

‘、、
ra;‘=.t号ミ
、
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24 

失
業
保
険
の
必
要
は
寧
ろ
却
て
組
合
外
の
傍
働
者
に
大
な
る
忍
υ

の
な

b
A

勢
働
組
合
以
一
般
仁
失
業
補
給
の
制
度
を
以
て
傍
働
運
動
助
成
の
一
手
段
と
宥
倣
し
、
企
業
家

れ
歩
。

加
ふ
る
に

， 

に
鈎
ず
る
勢
働
者
の
地
位
を
強
大
な
ら
し
む
る
の
一
策
と
思
惟
し
つ
也
、
あ
る
の
常
な
れ
ば
、
岡

家
の
後
援
に
係
る
失
業
保
険
普
及
策
の
賀
行
を
之
に
委
せ
ん
と
す
る
の
案
は
蚊
労
働
運
動
仁
欝

ず
る
政
治
的
反
濁
に
依
I

り
て
妨
げ
ら
る

h

を
菟
れ
含
る
可
し
。

失
業
保
険
の
目
的
は
自
己
の
本
意
に
在
ち
か
』
る
失
業
の
結
果
の
救
務
な
よ
リ
。

労
働
就
職
の
能
力
を
共
ヘ
且
つ
之
を
希
望
し
つ
、
、
あ
る
宅
然
か
港
全
然
其
機
舎
な
き
か
若
し

換
中
一
一
目
す
れ
ば

く
は
傍
働
総
件
飴
L
リ
に
不
利
な
る
が
矯
に
献
労
働
す
る
を
得
念
る
人
士
の
翁
仁
所
得
を
確
保
し

薬
完
全
な
る
安
行
は
安
に
蚊
労
働
者

立
(
級
線
開
的
存
立
を
安
全
な
ら
し
め
ん
と
す
る
が
も
の
な

pb。

の
一
服
一
品
目
に
し
て
、
禁
致
仰
木
は
蹴
に
冒
頭
越
べ
大
る
所
の
如
し
。

然
か
対
も
某
安
行
仁
は
如
一
土
の
問
問

難
あ
2
9
て
未
だ
仰
れ
の
邦
閣
に
も
一
般
的
制
度
と
し
て
資
脇
せ
ら
れ
ゼ
る
あ
る
乙
と
な
し
。

然

h
と
縦
電
車
に
期
る
図
離
あ
る
の
故
を
以
て
会
然
之
が
安
行
を
断
念
す
る
は
決
し
て
経
糖

幾

多

の

困

難

に

謝

し

て

之

が

解

除

の

方

策

を

講

b
、
英
検
欧
州

政
策
鮭
合
政
策
の
本
館
に
非
歩
。

を
補
ふ
て
利
益
を
悲
品
、
る
に
努
ひ
る
は
斯
厳
守
の
本
領
な

60
数

十

年

前

仁

於

て

拡

多

数

の

皐

者
じ
依
t
り
て
殆
ど
不
可
能
事
と
者
倣

3
れ
北
る
種
々
な
る
紙
切
働
保
険
業
他
の
佐
倉
政
策
上
の

施
設
が
山
首
今
蹴
仁
品
川
円
ね
く
行
は
る
、
仁
至
れ
る
の
事
変
じ
照
せ
ば
失
業
保
険
の
将
来
拡
亦
決

其
安
行
の
方
法
を
攻
究
す
る
ほ
母
者
経
世
家
の
須
ら
く
焦
慮
ナ

此
に
此
保
険
の
性
質
と
困
難
と
を
列
序
し
て
識
者
の
注
意
を
従

し
て
絶
望
と
云
ふ
を
得
食
。

可
き
一
大
要
項
大
る
可
し
。

ず
対
も
の
な
よ
り
。

25. 

失

業

保

隙

論

日
五
五
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